
産学官金連携促進によるイノベーションの創出
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管理運営部門 令和６年度活動報告
１ ACEメンバー＆関連研究者の情報交換・交流促進

→ACEメンバー間を中心とした情報交換を実施
（ 4/18岸本教授＠北見、5/17三枝准教授＠帯広、 6/27北川教授＠東京、

7/5古林副センター長＠北見、 1/25川口センター長・古林副センター長・本間特任准教授＠札幌 等）

２ 広報関係
→7/11 ACE運営会議にてロゴマーク決定
→パンフレット更新、ホームページ検討
→機構出展イベントへの協力（8月：環境広場さっぽろ、12月：エコプロ）

3 教員紹介ランチタイムwebセミナー
→2月末までに５回実施（各回30～40人程度が参加）→定着化へ

4 「エア・ウォーターの森」入居
→5/29 ACE 2階オフィス利用契約完了
→12月 ACE入居開始（12/6 オープニングセレモニー）
→2/13 北海道国立大学機構とエア・ウォーター北海道社 包括連携協定 締結

５ ACE分野融合研究に関するアンケートの実施
管理運営部門 1…

詳細
（スライド２枚目）

詳細（スライド４枚目）

詳細
（スライド５枚目）

詳細
（スライド３枚目）
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実施画面のスクショ

ACEロゴマークの作成

KPI達成のためには、ACE認知度の向上が不可欠
↓

視覚的に訴えるロゴマークを作成することで、ACE広報力強化

ロゴマーク決定に至るまでの経緯
●R5.9 ビジネス開発部門から、ロゴマーク作成による広報強化の提案あり
●R5.10 ACEへの追加配分があった場合にロゴマークを作成することが、

ACE運営会議で了承（その後、R5年度ACEへの追加配分は見送り）
●R6.6.18 R6年度予算でACEロゴマークを作成することが、教育研究連携評議会で了承

同会議において、デザイン会社から提案された6つの案について、役員と懇談
●R6.6.24 ACE運営会議でACEロゴマーク決定

ACEパンフへの掲載、展示会用ポスターに使用、封筒や展示会用テーブルクロス等作成
管理運営部門 2…
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実施画面のスクショ

機構出展イベントへの協力
環境広場さっぽろ

https://www.nuc-hokkaido.ac.jp/news/4955/

エコプロ2024

https://www.nuc-hokkaido.ac.jp/news/4701/

実施日：令和６年8月24日～25日
（２日間）

会 場：大和ハウス プレミストドーム
（札幌ドーム）

来場者数：1万8千人（２日間合計）

実施日：令和６年12月４日～6日
（３日間）

会 場：東京ビッグサイト
（東京国際展示場）

来場者数：6万3千人（３日間合計）

管理運営部門 3…
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教員紹介ランチタイムWebセミナーの実施
主 旨：３大学の教員を気軽に知る機会の提供

→ 教員間の連携醸成／共同研究の種
→ 最新の研究成果や機構からの情報共有

方 式：参加しやすい昼休みにWeb実施
その他：参加者アンケートを実施し、より良い運営へと反映

参加者 46名

第２回
2024/9/27
北見工大

渡邊 達也 准教授
極北の地で
地盤を診る！

第１回
2024/7/26
帯広畜大

大西 一光 教授
大学発のコムギ
新品種を作る！

第３回
2024/10/25
小樽商大

木村 泰知 教授
議会議事録のデジタル化
から見える世界

第４回
2024/11/22
帯広畜大

撫 年浩 教授
美味しい牛肉を
効率的に作る！

参加者 42名 参加者 35名 参加者 43名

第５回
2025/2/21
北見工大

陽川 憲 准教授
植物はどうして
香り成分を作るの？

管理運営部門 4…5



ACE分野融合研究に関するアンケートの実施
主旨：３大学の教員（研究者）の取り組んでいる研究のアウト

ラインを把握することで、分野融合型研究のマッチング
可能性の分析や、交流イベントへの候補選定がしやすい
ようデータを収集

実施期間：令和６年12月25日～令和７年１月20日

アンケート集計
↓

ACEとIICが
分析・活用

研究マッチング、教員交流の場のセッティング等により
分野融合型研究の新規創出へ直接働きかけ

1/25 ACEによる打合せ
（川口・古林・本間）

1/29 IIC ・ ACE連絡会

回答者数 (a) 協力的な
研究者数(b) b/a*100

小樽商科大学 29 23 79.3%
帯広畜産大学 37 35 94.6%
北見工業大学 42 42 100%

合計 108 100 92.6%

アンケートに回答していただいた研究者のうち
92.6％、実に100人がACEに協力的

管理運営部門 5…
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令和6年度の活動実績（部門別）

「デジタル産学融合ラボ」「OA加速化事業」との調整
令和６年度においては、データ統合・ICT利活用部門単体での活動ではなく、デジタル産学融

合ラボおよびOA加速化事業における認証統合、シングルサインオン、データ管理等での連携が
活動の中心となった。

データ管理統合環境「ORION」の再定義
OA加速化事業推進にあたり、これまでACE単独で提供してきたデータ管理統合環境である

「ORION」を、機構構成員全体での利用と再定義し、旧来の「ORION」をより一般化したもの
として再設計した。旧来のORIONの今後については検討中である。

旧来の「ORION」の試用継続
ACEの知的財産部門およびZekkei Projectに加え、「十勝地区におけるデータベース作成」の

チームにも旧来のORIONの試用を開始。

NII RCOS（オープンサイエンス基盤研究センター）との定例会実施
NII RCOSのGakuNinRDM（G-RDM）開発担当者と2週に1回ほどのペースで定例会を実施し、

G-RDMの機能拡充およびORIONとの連携を進めた。

データ統合・ICT利活用部門

データ統合・ 利活用部門 1ICT …8



NIIとの研究データバックアップ試験
NII（国立情報学研究所）のデータバックアッププロジェクトと連携し、ORIONのデータスト

レージをNIIのバックアップストレージにバックアップする仕組みを構築中。年度内に試験運用
を開始する予定。NIIのストレージとはL2VPNで接続し、セキュアなデータ保存を実現する。

GakuNin RDM-JAIRO Cloud連携先行試用への参画
OA加速化推進に向けてNIIが提供予定であるGakuNin RDMと学術リポジトリJAIRO Cloudの

連携サービスに北見工大分として先行試用に参画した。

研究データポリシーの具体的な実施手順作成
研究データポリシーについては令和6年度で機構として策定されたが、より細かな実施手順に

ついては未着手の状態であるため、令和６年度中にICT利活用部門を中心としたキックオフミー
ティングを予定（3月中に開催を目指す）。

データ統合・ICT利活用部門

データ統合・ 利活用部門 2ICT …9



オープンアクセス推進室（仮称）
理事長の特命によるOA推進策の意思決定機関
【運営会議メンバー】
• 理事長（室長）
• 研究戦略担当理事
• 情報戦略担当理事
• 研究担当副学長
• 図書館長

OA化推進ビジョンの策定

OA化促進策の検討・検証

戦略的APC補助方針の策定

役員会

理事長

教育研究組織（研究者）
研究論文・

研究データ

研究インテグリティ
委員会

研究管理基盤に保存された、
データの活用により、研究不
正時の即時対応

IR室

研究管理基盤に保存され
たデータを活用し、IR分析
により、経営戦略策定支援

産学官金連携統合情報センター（IIC）
IRデータに基づき、産学連携推進、研究支援獲得戦略
を策定、研究力強化を牽引

産学官金連携組織

【戦略的APC補助】

検索・利用公開・蓄積

管理・保存

データ管理基盤

データ検索基盤データ公開基盤

研究管理システム ORION

OA推進事務部門

3大学情報担当課
OA推進情報基盤整備

3大学研究支援担当課
APC支援策等の窓口

機構本部経営企画課
事務総括、全体マネジメント

OA化

原則全ての
論文・研究
データを保存

３大学
機関リポジトリ

３大学附属図書館
【機関リポジトリ改革】

 インデックスツリーの統一
 メタデータ、データ識別子（DOI）付与の半自動化

【図書館職員の高度化】
 図書や論文等の根拠データの管理・公開
 データリテラシー、データキュレーション能力の向上

効率的・効果的な
管理・運営を実現

【研究データレイク】
 メタデータ管理による系統的なデータ
分類と利用促進

【大容量ストレージ】
 理系260名、文系110名の研究者
の研究論文・研究データをカバー

OA推進策の
実行を指示

OA推進策の実行を指示

研究の公正性
確保の強化

研究戦略立案
の機動性確保

オープンイノベーション
センター（ACE）

データを活用し、商農工連
携融合プロジェクトを推進

教育イノベーション
センター（ICE）

リカレント教育に、データを
活用

参考：OA加速化事業と新しいORION

データ統合・ 利活用部門 3ICT …
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研究推進部門©内島

オープンイノベーションセンター
（ACE)

～研究推進部門～

令和6年度活動報告
北見工業大学 社会連携推進センター

オープンイノベーションセンター 研究推進部門長
内 島 典 子（文責）

2025.2.28.
研究推進部門 1…
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研究推進部門©内島

１. ３大学間研究連携創出･支援

２. 3大学間研究連携マッチング･探索

報告内容

１）オープンイノベーション促進共同研究
２）大学教職員等交流支援
３）共同研究推進

１）研究連携コーディネート
２）研究シーズマッチングシンポジウム

・・・スライド番号３ー８

・・・スライド番号9ー11

研究推進部門 2…
13



研究推進部門©内島

事業目的：

萌芽的な研究発掘や挑戦的な研究課題や、企業等との共同
研究費の一部を補助し、３大学研究の取り組みを活性化

研究領域： １）防 災 ２）観 光 ３）農林水産業
４）ヘルスケア ５）物 流 ６）冬季スポーツ

研究支援： 最大150万円/年

審査の視点：
１）技術シーズの新規性・優位性
２）３大学の連携や分野融合研究の促進性
３）北海道の地域課題解決や経済の発展への貢献
４）研究開発の目標や計画の妥当性・実行可能性

１.３大学研究連携創出･支援
１）オープンイノベーション促進共同研究

研究推進部門 3…
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研究推進部門©内島

2024年度 採択テーマ 連携体制(敬称略)

１）北方系小果実・生薬原料成分の機能性評価と食品
開発を目指した社会実装へのアプローチ

２）十勝地域における市町村議会データベースの構築
と現地フィールドワークの連携分析による地域課
題抽出及び地域課題解決提案手法の検討

３）北海道発の新規反芻胃メタン抑制剤におけるカー
ボンクレジットを活用した商流イノベーション戦
略立案

４）「種子のポリマーコーティングによる秋播き栽培
システム」のスタートアップ

５）エゾシカの生態と人の認知特性を考慮した運転者
の行動変容を促すロードキル対策手法の開発

６）道東大規模畑作における圃場水循環可視化基盤の
構築

７）AI画像解析によるアズキのフェノタイピング技術
の確立と葉の形態に関与する遺伝子領域の特定

渡辺 純 A、窪田さと子 A、
新井博文 B、
企業との共同研究
河野洋一 A、東 陽介 A、
木村泰知 C、
中札内村との共同研究
大湊亮輔 C、福間直希 A、
宮下和夫 A

浪越 毅 B、藤見佳奈枝 C

富山和也 B、浅利裕伸 A

渡邊達也 B、片岡沙都紀 B、
東 陽介 A

森 正彦 A 、楊 亮亮 B

■：FY2022-2024継続案件 ■：FY2023-2024継続案件

A：帯広畜産大学、B：北見工業大学、C：小樽商科大学
継続３件（１～３）、新規4件（４～７）

１.３大学研究連携創出･支援
１）オープンイノベーション促進共同研究

2023年度採択実績 ５件
2022年度採択実績 ２件

研究推進部門 4…15



研究推進部門©内島

事業目的：
３大学間を往復する旅費・宿泊費を支援し、３大学間交流を
促進することにより、商農工連携による共同研究等への発展
を推進

募集内容：
Ａ）３大学での新規連携研究検討
Ｂ）実施中の３大学連携共同研究に関する競争的研究費への応募等検討
Ｃ）３大学共同研究につながる可能性のある３大学の共用設備の利用

および利用検討

申請対象経費： ３大学間の移動にかかる旅費
（１提案につき申請者を含む最大３名分まで）

支援期間： 2024年7月29日～2025年3月14日

１.３大学研究連携創出･支援
２）大学教職員等交流支援

研究推進部門 5…
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研究推進部門©内島

１.３大学研究連携創出･支援
２）大学教職員等交流支援

2024年度実績 ６件（2025/2/7時点）
2023年度実績 ４件

A：帯広畜産大学、B：北見工業大学、C：小樽商科大学

2024年度 交流内容 交流体制(敬称略)

１）乳製品製造工場および牧場現場の生産
性向上に向けた共同研究検討

２）持続可能な医療・介護サービス提供体
制の構築に向けた共同研究検討

３）エア・ウォーター北海道と北海道国立
大学機構との共同研究探索

４）地方の医療資源不足へ向けた新しいリ
ハビリサービス構築へ向けた共同研究
検討

５）2025年2月帯広の記録的大雪に関する

災害調査

６）機械学習を用いた犬の避妊手術プロセ
スのフェーズ自動判別を用いた共同研
究探索

ウアテイ B、学生１名 B → 藤倉雄司 A

酒井大輔 B、学生１名 B → 藤原健祐 C

楊亮亮 B、新井博文 B → 北川泰治郎 C

酒井大輔 B、学生１名 B → 藤原健祐 C

白川龍生 B → 東陽介 A

楊亮亮 B、学生２名 B → 上村 暁子 A

関連
（スライド10）

研究推進部門 6…
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研究推進部門©内島

農林水産研究推進事業委託プロジェクト 研究現場ニーズ対応型プロジェクト

・（2020～2024）約7000万円ｘ５年

課題名：大規模飼料生産体系における収穫作業の人手不足に対応する技術開発

・帯広畜産大学、北見工業大学、産業界3社

研究推進状況：
・トラックガイダンスシステムの試作品を作成
・10月特許出願（特願2024-176243 伴走車両の運転支援装置、運転支援方法及びプログラム）

・現場実証試験を行いながら現場での使用感に合わせて改良
・2025年度中の商品化を目標
・農林水産省から広報の強化を要望
・実証試験時に広報ビデオ作成し展示会で活用予定

研究推進プロセス(2024年度)：
7/30 トラックガイダンスシステム実証試験＠別海
8/22 トラックガイダンスシステム実証試験・意見交換＠帯広

10/22 セミナー発表 スクラム十勝シンポジウム＠帯広
11/6 一般農業者向け現場デモンストレーション会＠帯広
11/7 展示会発表 ビジネスEXPO＠札幌

11/20 紹介ビデオ作成、大学HPで公開（https://www.youtube.com/watch?v=fpXzgytLKBQ）
11/26-28 展示会発表 アグリビジネス創出フェア＠東京
12/12 美野里酪農コントラクター普及活動＠茨城
2/12 北海道コントラクター協議会研修会＠札幌

2月予定 熊本県コントラクター組織普及活動＠熊本

１.３大学研究連携創出･支援
３）共同研究推進

アグリビジネス創出フェア

研究推進部門 7…
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研究推進部門©内島

１.３大学研究連携創出･支援
３）共同研究推進

産学官で研究推進会議実施（8/22）
・帯広畜産大学・北見工業大学・農林水産省・企業３社

8/22実証実験の様子

研究推進部門 8…
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研究推進部門©内島

2.３大学研究連携マッチング･探索
１）研究連携コーディネート

コーディネート活動内容 連携・日程等

1) 北海道エアポート社へ女満別空港活性化に関するプロジェクト創出の提案 小樽/企業

2) 自治体に対する情報発信プロジェクト創出、旧校舎等の活用に関する
意見交換開始

小樽/自治体

3) 農業防災課題に関するドローン技術について意見交換 北見/帯広 6/21
4) 農業地域におけるソーラーパネルの有効活用について意見交換 帯広/北見 6/21,11/13

5) Zekkei観光 Juery-ice予測の豊頃町との連携強化関する打合せ 北見/帯広
7/16,1/31

6) 中札内村議会データベース構築共同研究意見交換 帯広/小樽 8/16,10/29

7) VR技術関係者を迎えての搾乳現場見学会・意見交換会 帯広/企業 8/20
8) トラックガイダンスシステム実証試験・意見交換 帯広/北見

企業 7/30,8/22
9) ドローンによる土壌表面状態リモート分析に向けた意見交換会 北見/帯広 8/21

10) 森林DX共同研究検討会 北見/帯広 8/30
11) エア・ウォーター株式会社との研究シーズ意見交換会

北見/小樽12/25

12) 北海道経済産業局との意見交換会
小樽/北見/帯広
3月実施予定

関連
（スライド7および8）

関連（スライド10）

関連（スライド10）

関連（スライド10）

研究推進部門 9…
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研究推進部門©内島

2.３大学研究連携マッチング･探索
１）研究連携コーディネート

●豊頃町役場との意見交換会
日時：2025年1月31日（木）13時00分～
場所：豊頃町役場 ２F 集会室
内容：ジュエリーアイス予測及び観光促進について研究報告

意見交換

5) Zekkei観光 Juery-ice予測の豊頃町との連携強化関する
打合せ

●中札内村議会議員との地域課題懇談会
日時：2024年10月29日（火）15時30分～
場所：中札内村 農村環境改善センター ２F 大集会室
内容：共同研究事業の概要 / 説明議会データベースデモ

2023年度取組み報告 / 地域課題における意見交換

6) 中札内村議会データベース構築共同研究意見交換

●オープンイノベーションセンター研究シーズ意見交換会
日時：2024年12月25日（水）14 時00分～
場所：エア・ウォーターの森 １F ホール
内容：「食」「医療」「エネルギー」に関する研究シーズ情報提供

意見交換

11) エア・ウォーター株式会社との研究シーズ意見交換会

豊頃町役場

中札内村農村環境改善センター

エア・ウォーターの森

研究推進部門 10…
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研究推進部門©内島

2.３大学研究連携マッチング･探索
２）研究シーズマッチングシンポジウム

●北見工業大学シーズ・ニーズ
マッチングシンポジウム2024

日時：2024年11月14日（木）
13時00分～17時00分

場所：北見工業大学 講堂
主催：北見工業大学
共催：オープンイノベーションセンター
内容：基調講演/ ポスターセッション

３大学の研究シーズ全２８テーマの
プレゼンテーション・ポスターセッション

参加者：約120人
北海道内企業（主としてオホーツク圏）

金融機関
産学官連携支援機関（北海道経済産業局、

北海道開発局、ノーステック財団、JST、NEDO）

行政機関（オホーツク圏自治体）

研究推進部門 11…
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産学官金連携促進によるイノベーションの創出

知的財産部門 ビジネス開発部門データ統合・ICT
利活用部門管理運営部門 研究推進部門
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北海道国立大学機構 オープンイノベーションセンター

知的財産部門
R6年度 年度活動報告

知的財産部門…1

2025．2．17 現在
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R6年度 活動計画

4～6月 7～9月 10～12月 1月～3月

R7予算調整

ORIONを使った知財部門管理

5/15＠Web
第1回会議

R6予算調整

●R6年度 目標
OIC案件の知財出願支援
知財啓発・発掘活動強化
効率運営加速

8/ 26＠Web
第3回会議

統一知財管理DB作成

3/7
知財研修
（著作権）

5/15
ACE知財委員会

11/ 29 ＠Web
第4回会議

3/7 ＠畜大
懇談会

6/21＠Web
第2回会議

8/6
知財研修
（ゲノム）

IICと連携した知財発掘・活用活動強化

4/25
北洋知財

マッチング会 （適宜）
ACE知財委員会6/21

知財出願傾向分析
検討

2/4
企業知財出願傾向

分析検討

知的財産部門…2
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ACE知的財産部門
活動実績１

（特許出願支援） 第一回ACE知財委員会実施と知財出願支援
・昨年整備した要項に基づき、5/15に第一回のACE知財委員会開催。
・北見工大/帯畜大連携プロジェクトのトラック伴走サポートスシステム特許出願審査実施。
・ACE予算で出願予算拠出を決定。特許出願完了。

（北見工大：星野洋平、楊亮亮、松本経、帯広畜産大学：花田正明）

知的財産部門…3
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②IIC合同研究者知財ヒアリング実施

知財分析および研究者ヒアリング活動の強化

①IIC合同知財分析/マッチング活用

研究紹介・知財合同ヒアリングの様子
（7/19, 9/18,10/23, 11/20,12/18,1/22,2/19＠北見、

8/20,9/10,9/16,10/31,12/3＠帯広）

・研究者の最新研究進捗情報収集
・特許出願可能性、連携可能性深掘り
・周辺技術知財情報提供

ACE知的財産部門
活動実績2

（知財分析・活用）

・IICと連携し三大学や連携可能性ある企業の知財出願動向を分析しマッチング活動に活用。
・IICの知財専門家と合同で研究者ヒアリングを実施することによる知財の掘り起こし活動強化。

大学研究者

OIC知財部門員

IIC知財専門家

・三大学知財分析/マッチング検討
・企業知財分析/マッチング検討
（例 エア・ウォーター社）

・特定課題分野知財分析（例 糞尿処理）
知的財産部門…4
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機構内向け知財啓発セミナー実施
バイオ関連最新技術の解説と留意点に
加え、関連技術の特許出願動向解説、

特許出願啓発。

ACE知的財産部門
活動実績3
（知財啓発）

参 加 者：４９名（北見 10、小樽 9、帯広 27、機構 3

【感想】 「ゲノム編集に関する知財を検討する上でねらい目の領域が

わかった。」等

デジタル時代の著作権、
共同研究先を探す際の知財情報活用手法

等啓発

参 加 者：予定 約４０～５０名
知的財産部門…5
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未利用特許の利用促進に関する活動
・北洋銀行と連携し、未利用特許をとりまとめ/プレゼン実施。道内企業１２社が参加。
・北見工大と連携し、シーズ・ニーズマッチングシンポジウムにて北見地域の企業に知財紹介。
・機構活動の啓発及び未利用特許の実施権許諾を通した収入増を目指す。

ACE知的財産部門
活動実績4
（知財活用）

知的財産部門…6
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部門内資料共有および知財管理の効率化
・知財部門の打合せ情報を旧ORIONシステムを使って一括管理・共有。
・３大学知財管理データの統一フォーマット化。管理、分析の効率化へ

ACE知的財産部門
活動実績5

（運営効率化）

・知財部門会議関連議事録やデータ共有

・Slackでお知らせや意見交換

・３大学の知財管理DBフォーマット
統一検討

・同じ方法で管理、分析し易い形に

項目統一

プログラム作成/検索抽出

打合せ風景

知的財産部門…7
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産学官金連携促進によるイノベーションの創出

知的財産部門 ビジネス開発部門データ統合・ICT
利活用部門管理運営部門 研究推進部門
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オープンイノベーションセンター（ACE）
ビジネス開発部門
令和6年度活動報告

オープンイノベーションセンター（ACE）
ビジネス開発部門長

玉井 健一

ビジネス開発部門…1
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… 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

社会実装
支援助成

6/14
募集開始

9/27
募集〆切
→応募な
し

審査委員
会
→決定・
支援開始

展示会等
出展・参
加

7/24
北洋銀行
ものづくり
サステナ
フェア

11/7-8
ビジネス
EXPO

11/12-13
Matchin
g-HUB 
Hokuriku

1/27 
チャレンジ
フィールド
北海道シ
ンポジウム

2/12
産学官
連携
フォーラム

オープンイ
ノベーショ
ンセミナー

※道内3拠点で開催 11/25
帯広畜産
大学企画
版開催

（予定）
3/4
北見工業
大学企画
版開催
3/18
小樽商科
大学企画
版開催

随時
・ビジネス相談
・社会実装等の案件発掘
・ACEの産学連携ネットワークの強化、融合型共同研究創出のための活動

［前期活動状況］
ビジネス開発部門

ビジネス開発部門…2
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ビジネス開発部門

■産学融合拠点創出事業
【チャレンジフィールド北海道（ノーステック財団）】
・北川教授が継続して副総括エリアコーディネーターを務める。
・上級エリアコーディネーターとして、玉井部門長、内島教授、東准教授、三枝准教授（他部
門構成員）が引き続き事業を推進する。

▶進行中のプロジェクト（３大学で取り組んでいるもの）
「生産空間の維持形成に資する物流基盤整備」
「ビッグファーマーズと共創する植物由来資源利用活性化」
「道内広葉樹の資源管理と効率的活用を目指したDX推進」
※ACE案件として認定済

ACEの産学連携ネットワークの強化、融合型共同研究創出のための活動の継続
既存連携先との交渉による、ネットワーク構築・維持強化を図る。

ビジネス開発部門…3
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▶チャレンジフィールド北海道シンポジウム 出展
チャレンジフィールド北海道」が、大学や企業との連携による活動の紹介、および未来に向け
た北海道内の取組について考え、関係者とのつながりを作ることを目的に開催するもので、
今後の北海道の共創活動に関する講演、大学のスタートアップに関するパネルディスカッショ
ンなどが行われた。
ポスターセッション・交流会には、ACEの取組紹介のパネルを展示し、副総括エリアコーディ
ネーターの北川教授が、来場者への説明を行った。

【イベント概要】
チャレンジフィールド北海道シンポジウム⑪～地域×知×共創フォーラムⅡ～
開催日時：令和7年1月27日（月）13:00～17:00
会 場：ANAクラウンプラザホテル札幌３階 鳳

（札幌市中央区北３条西１丁目２-９）
入 場 料：無料
定 員：120名
主 催：チャレンジフィールド北海道

ACEの産学連携ネットワークの強化、融合型共同研究創出のための活動の継続
既存連携先との交渉による、ネットワーク構築・維持強化を図る。

ビジネス開発部門

ビジネス開発部門…4
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ビジネス開発部門

■社会実装に向けたACE案件発掘
・エア・ウォーター健都※（大阪府摂津市）における、ヘルス（健康）、セーフティ（防災）、アグリ
（農業）、フーズ（食品）分野での共同研究によるシーズ開拓の為の訪問、意見交換実施
※7/18現地訪問：川口ACEセンター長、北川教員、岸本専任教員
（※エア・ウォーター健都：エア・ウォーターグループのイノベーション・技術開発関連拠点施設）

○北海道エアポート株式会社との共同研究における連携事業
・校舎転用の社会実装について行政および金融機関においてヒアリングを実施
※6月：礼文町、利尻町、利尻富士町、豊富町、幌延町
※7月：稚内市、枝幸町、中頓別町、浜頓別町

■機構発認定スタートアップ企業のフォロー
・令和5年度に認定され、会社設立した「エイチスリー㈱」の事業化推進支援。
※認定大学発スタートアップ企業の代表者は、規定により、称号付与の期間中、年度毎に、事業報告書及
び収支決算書の理事長への提出が義務付けられている。（エイチスリー㈱称号付与期間：令和5年7月
4日～令和10年5月31日）

ACEの産学連携ネットワークの強化、融合型共同研究創出のための活動の継続
既存連携先との交渉、新規企業からの申し入れを契機に企業との接触を開始し、ネットワー
ク構築・維持強化を図る。

ビジネス開発部門…5
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ビジネス開発部門

ACEの産学連携ネットワークの強化、融合型共同研究創出のための活動の継続
新規ネットワーク形成の為のプラットフォームへの参画
（道経連関係、全道産学官ネットワーク推進協議会主催セミナー、企業との連携等）

■全道産学官ネットワーク推進協議会
・玉井部門長、内島教授が、構成員として登録
※産学官連携フォーラムに、本間教員が参加（2/12）

■産業界、行政、大学とのネットワーク基盤の強化
・経済産業省産学融合拠点創出事業、文部科学省スタートアップエコシステム形成支援事業
を活用し、北海道内の企業や他大学との連携強化、経済産業省地域オープンイノベーション
拠点選抜制度等の調査を実施するとともにネットワーク構築をさらに推進
・自治体と接触し、地域が抱える課題について解決策を探るための枠組みに関する協議の実施

■エア・ウォーター北海道株式会社との連携強化
・エア・ウォーター北海道株式会社との包括連携協定締結
・「エア・ウォーターの森※（札幌市）」入居
（※エア・ウォーターの森：エア・ウォーター株式会社によるオープンイノベーション推進施設）

ビジネス開発部門…6
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■北洋銀行ものづくりサステナフェア2024出展
・北海道ものづくり産業から持続可能な未来を創造することを目的とした、ものづくり産業の関
係者が一堂に会する展示型商談会で令和6年度は＜つくる、つながる、つづく～ものづくり
産業が支える北海道の成長へのチャレンジ～＞をテーマに開催された。

・オープンイノベーションセンター（略称：ACE）、小樽商科大学、帯広畜産大学、北見工業
大学が、「社会の多様な期待に応えるオープンイノベーション促進」と題して、部門の取組事
例などを紹介した。

【イベント概要】
北洋銀行ものづくりサステナフェア2024
日時：令和6年7月24日（水）

10:00～17:00
会場：アクセスサッポロ

（札幌市白石区流通センター4丁目）
入場料：無料
主催：北洋銀行

ビジネス開発部門

本機構ブース

開会式：
主催北洋銀行頭取津山博恒氏による挨拶

ACE活動の広報
各種展示会に、ACEおよび3大学合同で出展し、取組紹介を行うことで、認知度を高める
とともに、産業界とのマッチングにつなげる

ビジネス開発部門…7
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■ビジネスEXPO2024～第38回北海道技術・ビジネス交流会出展
・北海道最大級のビジネスイベントで、令和6年度は＜“創造的破壊”を北海道から～

GX／DX／SXで革新的イノベーションを～＞をテーマに、ACEが展示する「学術・試験研
究機関ゾーン」のほか、「未来創造ゾーン」「先端技術ゾーン」など、７つのゾーンでの展示
が行われた。

・ACE、小樽商科大学、帯広畜産大学、北見工業大学が、「社会の多様な期待に応え
るオープンイノベーション促進」と題して、部門の取組事例などを紹介した。

【イベント概要】
ビジネスEXPO2024～第38回北海道技術・ビジネス交流会
開催日：令和6年11月7日（木）、8（金）
会 場：アクセスサッポロ

（札幌市白石区流通センター4丁目）
入場料：無料
主 催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会

ACE活動の広報
各種展示会に、ACEおよび3大学合同で出展し、取組紹介を行うことで、認知度を高め
るとともに、産業界とのマッチングにつなげる

ビジネス開発部門

ビジネス開発部門…8
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■Matching HUB Hokuriku 2024 出展
・国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学が中心となって進め
ている地方創生、地域活性化の取り組みであるMatching HUBの
構想のもと企画開催される「Matching HUB Hokuriku」において、
パネル展示を行い、北川教授がACEの取組を紹介した。
また、ブースには、ACEのパンフレットのほか、各大学の大学案内等を
設置し、3大学の経営統合について周知した。

【イベント概要】
Matching HUB Hokuriku 2024
開催日：令和6年11月12日（火）、13（水）
会 場：ANAクラウンプラザホテル金沢

（石川県金沢市昭和町16-3）
入場料：無料
主 催：国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学

ACE活動の広報
各種展示会に、ACEおよび3大学合同で出展し、取組紹介を行うことで、認知度を高め
るとともに、産業界とのマッチングにつなげる

ビジネス開発部門

ビジネス開発部門…9
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■オープンイノベーションセミナー開催（道内３拠点）
【帯広畜産大学】
「適切な公共育成牧場運営を目指して」と題し、地域の課題である公共育成牧場の運営について、子牛を預け
る農家と子牛を預かる公共育成牧場関係者や他の多様な村内関係者が一堂に会し、専門家の講演をヒント
に今後の公共育成牧場の在り方について意見交換を実施。（11/25）
※参加者数：30名
参加者属性：酪農家、預託牧場経営者、村会議員、役場職員、地域財団、農業改良普及センター、全

農、大学教員、小樽商大学生、新聞社、他

【北見工業大学】
北見工業大学と中小企業家同友会オホーツク支部は、2004年に包括連携協定を締結してから20周年を迎え
た。この節目となる機会に、両者の連携活動の活性化に向け、北見工業大学ラボツアー事業を実施する。北見
工業大学が取り組む研究について紹介し、本事業をオープンイノベーションセンター（ACE）の取り組みや3大学で
取り組んでいる研究についても知っていただく機会としてオープンイノベーションセミナーとして開催する。（3/4実施
予定）
※参加者数（予定）：30名

【小樽商科大学】
人口減少・高齢化が進行し、地域社会・経済の持続性に対する深刻な影響が懸念される中、ヘルスケアサービ
スによる健康寿命の延伸や家族介護者の負担軽減が期待されるところ、産×学×官のオープンイノベーションによ
るヘルスケア産業の創出・振興と社会課題解決に向けた機運醸成を目的として開催する。（3/18実施予定）
※参加者数（予定）：60名

ACE活動の広報
ビジネス開発部門

ビジネス開発部門…10
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